
 

 

 

 

 

 

 

     標準データによるｐｏｐＬＡ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ２００９年１１月１２日 

     ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ 

 

 

 

 



入力データ 

  

正極点データ処理 

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ２ソフトウエアによりＴＸＴ２ファイルを作成 

  

  

 



ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアによる極点図の確認 

 

 

 

 

このＴＸＴ２データからｐｏｐＬＡの入力データであるＲＡＷデータとＤＦＢデータを作成する。 

ｐｏｐＬＡでは、ＸＲＤで測定したデータを独自の方法でバックグランド除去、Ｄｅｆｃｏｕｓ補正を 

 行なっている。しかしＤｅｆｃｏｕｓ補正は光学系で異なる為、処理結果の規格化強度（ＲＡW）と 

ダミーのＤＦＢデータを作成する。 

変換ソフトウエアはＰＦｔｏＯＤＦ２ＰＯＰＬＡとした。 

 

ＰＦｔｏＯＤＦソフトウエアは、市販されているソフトウエアであい、その機能アップバージョンが 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ソフトウエアであるが、変換機能をｐｏｐＬＡ単独としたのが 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ＰＯＰＬＡソフトウエアである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＰＦｔｏＯＤＦ２ソフトウエアでＲＡＷ，ＤＦＢファイルを作成 

 

 

ＲＡＷデータが表示される。 

  

 



    

ｐｏｐＬＡはＤＯＳモードで使うため、ファイル名の長さに注意 

Ｗｉｎｄｏｗｓ－ＸＰのＤＯＳでは途中で動かなくなる。ＶＩＳＴＡやＷｉｎｄｏｗｓ７が良い 

 

ｐｏｐｌＡはＣドライブのＸディレクトリで動作する為、上記Ａｌ．ＲＡＷｔｏＡｌ．ＤＦＢを 

コピーする。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７によるｐｏｐＬＡ 

  

 ｔｍｐｄｏｓで画面が切り替わる。 

ｐｏｐｌａ．ｂａｔの修正版を起動 

  

ｐｏｐＬＡのスタート画面が表示される。 

  



（Ｐａｇｅ １）画面 

  

２．ＭＡＳＳＡＧＥ ｄａｔａの作成 

 （Ｐａｇｅ ２）画面 

  

 ２．はＤｅｆｃｏｕｓやバックグランド用のＤＦＢファイル作成だが、既に作成されているので 

３．ＲＡＷとＤＢＦからＥＰＦファイルを作成する。 

  

    入力で 

  



   ＥＰＦファイルが作成される。（４極点図が３極点図になってしまう Ｍａｘは３極点） 

  

Ｐａｇｅ１に戻ってファイル内容比較 

  

入力データＲＡＷは 

 

 

｛１１１｝の最後に０．０が並ぶ、これはαが７５度以上のデータ（極点図の中心は０度） 

｛２００｝の並びで７５度が確認出来る。 

 

 

 

 

 



ＥＰＦファイルの確認 

 

 

｛１１１｝の８０度から９０度にデータが作成される。 

この時、αの測定領域は０－＞７５であるが、ｐｏｐＬＡは８０度以降のデータを作成する。？ 

ＥＰＦデータをｐｏｐＬＡＤａｔａｔｏＴＸＴ２ソフトウエアで確認する。 

WindowsXP で確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＷＩＭＶ Ａｎａｌｙｓｉｓ 

 

８．ＭＩＭＶ用 pointer matrix     

   AL.WIN を作成 

２．でＯＤＦ解析  

 

 

 

 ＡＬ．ＷＩＭを入力（ＡＬだけ） 

 ＡＬ．ＥＰＦを入力（ＡＬだけ） 

 

 



   

ＯＤＦが走る。 

 

 

 

 

 



  

ＯＤＦファイルＡＬ．ＳＯＤと再計算極点図ＡＬ．WPF が計算される。 

ｐｏｐｌａＤａｔａｔｏＴＸＴ２ソフトウエアで確認 

ＡＬ．ＳＯＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＡＬ．ＷＰＦ 

 


